
小豆島・豊島には、活用可能な空き家が1,500軒ほどあり

ますが、「空き家バンク」登録物件は両町合わせても年

100軒足らず。この、物件の少なさは、移住希望者に限ら

ず、Uターン、独立や結婚等で住まいが必要

な島民をも悩ませる、大きな課題のひとつ。

そこで、私たちでは、冊子の制作等を通して

所有者に向けた啓発／広報活動を行うととも

に、活用の障害となっていると考えられる

「片付け」をお手伝いするため、両町の地域

おこし協力隊と連携したイベント「空き家

片付け大作戦！」を開催するな

ど、空き家物件の掘り起こしに

取り組んでいます。

▶「空き家片付け大作戦！」の様子
片付ける中で出てきた不用品は、リサイクル市
（「トティエのくるくる市」）を開催し、SDGs
を意識したゴミ削減の取組も行っています。

ご支援よろしくお願いします

Totie  

家 仕事

移住促進
小豆島・豊島は、架橋されていない完全離島であるという環境も相まって、
少子高齢化に伴う人口減少が深刻な問題になっています。古くから引き継が
れてきた、祭や伝統行事等の島を彩る豊かな文化や産業、あたたかな地域コ
ミュニティを未来に繋いでいくと同時に、新たな島の魅力を生み出していく
ためには、Uターンも含む移住の促進ならびに関係人口の創出拡大に更に取り
組んでいく必要があります。
小豆島・豊島が、10年後も魅力的な島として存在し続けられるよう、移住・
定住の総合窓口として、相談対応のほか、移住セミナーの開催、移住情報冊
子やウェブサイトの制作、移住体験施設の運営等多様な方法で小豆島・豊島
の情報を発信しています。

合同入社式
産業見学会（小豆島中央高校生徒対象）
お仕事相談会（ハローワーク土庄主催に対しての協力）
セミナー兼交流会（予定）

移住・Uターンをするにあたり、一番最初に考えることが
「仕事」になります。
2019年から小豆郡雇用対策協議会の事務局を受託し、雇用に
関わる様々な取組を行っています。
小豆郡雇用対策協議会 年次イベントとして、

等を行うとともに、地元企業への就職マッチングのみなら
ず、ハローワークで行えない定性的な情報の提供、そしてフ
リーランス・テレワーク
等の新しい働き方をされ
る方への受け皿としても
準備を進めていきたいと
考えています。

▲移住ガイドブックの制作

▶島ぐらしナビ

「Totie（トティエ）」は、”土地（トチ）”と”家（イエ）”をつなげ、

また”to tie”という結ぶ・つなげるといった意味を持った造語です。

2010年の第1回瀬戸内国際芸術祭以降、小豆島・豊島へ移り住む方が増えてきた

ことで、行政窓口では伝えきれない情報のニーズも増え、一方で空き家問題も顕

在化してきたことから、それらをつなぎサポートする団体が必要であるという声

が高まり、2016年にNPO法人トティエを設立しました。役員・会員は、地元・

移住を問わない幅広い構成となっており、島民の皆様にもご協力いただきなが

ら、移住促進活動をはじめ、「家」「仕事」「交流」、そして未来の島を創る

SDGsや教育（高校連携）等、幅広い活動を展開しています。
 


